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《2010年度第 3回例会（総 50回）：2011年 3月 12日（土） 於：流通経済大学
新松戸キャンパス》は、東日本大震災のため中止となりました。

《2011年度第 1回例会開催に当たっての御挨拶》
中國出土資料學會 会長 大西 克也

未曽有の激甚災害をもたらした東日本大震災では、東北・関東在住の本会会員の中にも被災に
より、生活・研究・教育様々な面において多大な影響を受けられた方がいらっしゃると承知して
おります。一刻も早い災害の終息を祈念しつつ、心より御見舞申し上げます。

3月 12日に予定されていた 2010年度大会は、震災のために中止となりましたが、4月 30日の
臨時理事会の討議を経て、7 月 16 日に移して開催する運びとなりました。会誌・会報の編集・
刊行も進められ、事務局も新年度の業務を開始しております。さまざまな不便がある中、役員・
会員の皆様のご協力に感謝申し上げる次第です。しかしながら大会の中止は、已むを得ないこと
とは申せ、会長の一存での措置でありました。この点については会員各位に対する説明の責務が
あると存じます。以下に簡単ではありますが、この場を借りて経緯を記させていただきます。
地震が発生した 3 月 11 日午後、私は東大本郷キャンパス内の研究室におりました。南北方向

のゆっくりとした長い横揺れとともに大量の本が落下しました。直後から電話は不通になりまし
たが、幸いにも大学構内は停電せず、インターネットは通常通り接続できました。翌日に迫った
大会をどうするか、ネットで被害状況を調べつつしばらく逡巡した後、午後 4 時頃から理事及び
発表者宛てに中止のメールを発信しました。開催校関係者や発表者に重大な支障が生じている懸
念があること、決断の遅れが引き起こす混乱を懸念したことが主な理由です。開催校代表の原理
事にメールで情況確認をしなかったのは、返事を待つ間決定を延ばす必要が生じることを考慮し
たためです。中止の連絡を受けて、前年度まで庶務を担当された池澤理事は会員個人宛に大会中
止をメールで発送してくださり、ＨＰ委員長の松村理事は学会ＨＰに中止の告知を掲載してくだ
さいました。これによって混乱はかなりの程度回避されたのではないかと思います。自宅は被害
こそほとんどなかったものの、深夜 0 時頃まで停電が続き、携帯メール以外に連絡手段は途絶し
たとのことでした。万一自宅に居たらどうなっていたかと考えると、ぞっとする思いでした。翌
朝本郷キャンパスは平静で、予定通り行われていたシンポジウムもありました。それを見ると、
中止という判断がはたして正しかったのか不安になりましたが、その後連絡の取れた原理事から
様子を伺うにつけ、強行しなくて良かったとつくづく感じた次第です。なお、会務執行に必要な
新年度予算につきましては、7 月の大会での御承認を頂くまでの暫定処置として、4 月の臨時理
事会での承認の上、仮執行をお許し頂いております。
福島第一原発の事故は終息が見えず、何かと落ち着かない日々が続きます。大学や学界も震災

後の世上の動きと無縁ではあり得ません。しかし学術活動こそが学会としての使命であるとの信
念のもとに、例会・出版等の業務を遂行して行きたいと存じます。会員の皆様のご協力を賜りた
く、お願い申し上げます。（2011年 6月 23日記す）

《特別寄稿》
（Ⅰ）「河南博物院所蔵鄭韓故城出土青銅武器調査記」

下田 誠(東京学芸大学教育学部准教授)
昨年（2010 年）の 7 月 28 日、中国社会科学院歴史研究所編輯の蘇輝氏と私は河南博物院に所蔵される鄭韓

故城出土青銅武器の共同調査をおこなった。本稿はその調査記である。
鄭韓故城出土青銅武器とは河南省新鄭市に位置する鄭韓故城（春秋戦国時代の鄭・韓両国に使用された都城遺

跡）より 1971 年に出土した 170 件余りの有銘青銅製武器のことである。これらの資料群はまもなく 40 年を過
ぎようというのに、依然 30 件程度（初期に発表された「簡報」）の公開にとどまり、そのほとんどが非公開の
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状態にある。
私はかねてこれらの資料群の調査を希望しており、昨年夏季に関係者のご協力によりその機会を得られた。

2009 年 4 月から 2011 年 3 月まで、私は財団法人松下国際財団（現財団法人松下幸之助記念財団）の助成を受
け、中国社会科学院歴史研究所先秦史研究室において研修をおこなっていた（受け入れ教授は宮長為研究員）。
2010 年 1 月、たまたま研究室主任の宋鎮豪氏が同資料群の簡報執筆者である郝本性氏（河南省文物考古研究所
研究員）と旧知の仲でいらっしゃることを知り、宋氏にご紹介いただいた。その後も日程調整は難航したが、張
興照氏（中国社会科学院歴史研究所博士後研究員）や蘇氏のご尽力により 7月に共同調査が実現した。
私は事前準備として、鄭韓故城出土青銅武器の画像データを文字ごとに分解し、文字構成を把握するよう努め

た。また関連して非公開資料を含め銘文を考釈する郝本性「新鄭出土戦国銅兵器部分銘文考釈」（『古文字研究』19
輯、1992年）を一覧表にして当日の調査に備えた。
あらかじめ断っておくが、私は考古学出身ではない。そのため精緻な研究を進める考古学者には常々敬意を感

じている。また折にふれご指教いただくようにしている。
私はただ戦国時代の歴史にもう一歩深く迫りたいと考えているだけであり、その思いを進めた結果が館蔵資料

の調査や古文字の研究なのである。大陸における倉庫内資料の調査としては、今回は上海博物館所蔵趙国兵器調
査に続く二回目である（拙稿「戦国文字・戦国史研究の新展開―殷周金文集成（修訂増補本）の出版と上海博物
館所蔵青銅兵器の調査をふまえて―」『人文』7、2009年、参照）。
調査当日（7 月 28日）、午前中は河南博物院の常設展示を参観し午後より倉庫内資料を調査した。過去に私は

一度この博物館を訪れたことがある（2004年 9月）。当時、私は十七年鄭令戈（殷周金文集成 11371、以下集成
と略称）を実見して大変な感動を覚えた。当然のごとく、配置などは変っていたが、常設展示も入れ替えを適宜
おこなっているようである。十七年鄭令戈のほか、卅一年鄭令戈（集成 11398）・卅二年鄭令矛（集成 11555）・
卅三年鄭令鈹（集成 11693）も展示されていた。とくに注目されたのは、非公刊資料の六年冢子戈であり、私と
蘇輝氏は模本を作成した。
聞くところによれば、さまざまな事情により簡報に記される 180 件という資料群は現在、必ずしもすべて倉

庫の中に収蔵されているわけではないそうである。比較的状態のよいものは、河南博物院と鄭州市博物館に展示
されており、また当時の特殊な事情により他の博物館に流出しているものもあるようである。蘇氏によれば、深
圳博物館にも収蔵されているといい、あるいは軍事博物館や国家博物館なども所蔵している可能性がある。
さて、15時半頃からついに倉庫内に入り、鄭韓故城出土青銅武器の調査が始まった。およそ調査した器物は 26

件である。事前に調査器物の番号や集成との対応などは知るすべがなかったため、模本を作りながら、時間の許
す限り、持参していた集成のコピーなどと対照をおこなった。私たちの実見した資料の中で、公開済みのものは
王三年鄭令戈（集成 11357）・六年鄭令戈（集成 11397）・廿年鄭令戈（集成 11372）・元年鄭令矛（集成 11552）
の四件である。また別の一件は簡報（郝本性「新鄭“鄭韓故城”発現一批戦国銅兵器」『文物』1972 年 10 期）
に見る鄭左庫矛（臨時号 3）の可能性がある。残り二十一件は非公開資料である。残念ながらこれらについては、
詳細を語ることはできない。ただし、常設展示に含まれていた冢子戈が示しているように、非公刊資料群がいま
だ知られていない豊かな情報を有していることは言を俟たない。何年後になることかわからないが、正式な公刊
が期待される。
翌日（7 月 29 日）午前中、私たちは河南省文物考古研究所を訪れた。目下、同研究所においては、アメリカ

の Susan R. Weld（羅鳳鳴）・Crispin Williams（魏克彬）両氏と郝本性・趙世剛両氏による温県盟書の公刊に
向けた作業が進められている。所内をめぐりながらその進捗について説明を受けた。なお、私も 2009年 7月 14
日に中国社会科学院歴史研究所において、両氏の報告を拝聴しており、その研究方法や成果に学ばせていただい
ている。
その後郝本性氏の研究室において親しく歓談させていただいた。私は当時執筆中の「廿四年申陰令戈考」等に

つきご助言を賜り、また鄭韓故城出土銅兵器の公刊予定等について尋ねた。郝氏によれば、すでに模本は初期の
段階に作成済であるとされ、温県盟書が一区切りした暁には公刊に向けた準備に入られることだろう。
昼食後、15 時過ぎより鄭州市博物館における常設展示の参観を開始した。当初の話の通り、四件ほど非公刊

の鄭韓故城出土と見られる兵器が展示されていた。
調査当日の記録は以上である。なお、出張時の下田の往復旅費は平成 22年度科学研究費補助金若手研究（B）

「戦国文字と記録媒体に関する基礎的研究―戦国史像の再構築―」に基づく。
私たちは調査終了後、8 月下旬に郝本性氏宛に礼状とともに近年の韓国兵器研究の動向や郝氏に求められた資

料などを同封して郵送した。また同時期に北京にいらっしゃった黄川田修氏（國立台南藝術大學）に調査の進め
方などにつきご助言をいただいた。
幸い本年（2011 年）4 月、平成 23 年度笹川科学研究助成に採択していただき、「鄭韓故城出土青銅武器銘文

の古文字学的・歴史学的研究」をテーマに共同研究を継続することが可能となった。日中学術交流の推進のため
にも、さらに力を尽くしたいと考える次第である。

（Ⅱ）「2011年楚辞国際学術研討会（福建会議）参加報告」
田宮昌子・田島花野・矢田尚子・吉冨透

総記
昨年 12 月 4日、東京大学において、2010 年度中国出土資料学会第 2 回例会と、大野圭介（富山大学准教授）

を研究代表者とする文部科学省科学研究費基盤研究（B）「中国古代戦国期における楚文化の学際的研究」（通称
：中原楚文化プロジェクト）との特別連携シンポジウムが行われ、同プロジェクトの海外研究協力者である湯漳
平・黄霊庚・徐志嘯の三氏が研究発表をされたことを記憶しておられるだろうか。
このたび同プロジェクトの平成 23年度活動として、研究代表者・分担者の 4名と研究協力者 4名の計 8名が、

2011年 6月 3日から 7日の 5日間にわたって行われた中国屈原学会第 14回年会暨楚辞国際シンポジウムに参加
し、学術交流を行った。この場をお借りしてその模様を報告するとともに、出土資料が近年の楚辞研究にどのよ
うな影響を及ぼしているかを紹介したいと思う。
今回の国際学術研討会は、湯漳平氏の勤務校である漳州師範学院（福建省）が主催校となり、福建省東山県人

民政府の協力の下、厦門高崎国際空港から約 200キロ離れた東山県馬鑾湾風景区にある金沙大酒店に会場を置い
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て開催された。初日の 6月 3日は香港・台湾・日本・韓国なども含め、遠路を馳せ参じる参加者の出迎えや投宿、
参加登録に当てられ、深夜あるいは翌日早朝まで参加者の到着が続いた。
翌 6 月 4 日は午前 8 時半から、湯漳平氏による司会の

下、開幕式が始まり、主催者・理事諸氏による挨拶、集
合写真撮影の後、「大会主題発言」として学会代表者によ
る活動報告や研究発表が行われた。その際、徐志嘯氏は
昨年 11 月末から 12 月にかけて中国屈原学会副会長の徐
氏・湯氏・黄氏が訪日し、本研究プロジェクトのメンバ
ーと学術交流を行ったことについて報告された。中でも
特に上述の特別連携シンポジウムに関しては、その内容
を詳細に紹介するとともに、シンポジウム主催者に対す
る深い感謝の意を表された。また本研究プロジェクトの
石川三佐男は「古代楚王国国策與『楚辞』各篇及戦国楚
竹書等出土文献的関係」と題する研究発表を行なった（後
述）。
今回、黄霊庚氏は急務のため欠席されたが、配布され

た予稿集に「戦国竹書『楚居』箋疏」と題する論文が寄
せられていた。清華簡『楚居』が公開されてからわずか
数ヶ月で整理されたものであり、現時点で貴重な研究成
果であると言えよう。

6 月 4 日の午後と翌 5 日の午前には分科会活動が行わ
れた。開催前に受け取った大会通知によれば、参加者の
発表内容によって「歴代楚辞作家作品研究」「地域文化
と楚辞研究」「黄道周辞賦研究」「楚辞の伝播と受容研究」
「新時期の楚辞研究」という 5 つの主題に沿って分科会
が設けられる予定であったと思われる。ところが実際、
分科会は 3 つしか設けられておらず、しかもそれぞれの
発表プログラムを見る限りでは、分科会ごとに明確な主
題が設定されているようには思われなかった。そこで以
下では、各分科会において特に印象に残った発表を中心
に紹介することとしたい。
第 1分科会
第 1分科会では、フランスが所蔵している『離騒章句』

の紹介が皆の関心を集めていた。また少数民族の言語を
手掛かりとして、楚辞作品に散見する「美女」イメージ
に注目し、「離騒」の「騒」に「美女」の意味があると
する研究報告、仙話・神話と楚辞を関連づけた研究報告
では、特に意見が多く飛び交った。なお、本研究プロジ
ェクトの谷口洋もこの分科会において、「西漢「郊祀歌」十
九章與「九歌」」と題し、前漢の「郊祀歌」に、楚辞「九歌」
を基調として、統一国家漢の祭祀歌を創作しようとする意
識が見られることを論じた。
第 2分科会
第 2 分科会での発表では、楚辞作品をより広い視点から

とらえようとする試みが多かったように思われる。例えば、
楚辞の本文ではなく、後漢時代の注釈である王逸『楚辞章
句』を中心に論じたものが、本研究プロジェクトの田宮「在
王逸「楚辞章句」里挖堀屈原形象的原型」・矢田「孔子與屈
原―漢代屈原評価之変遷―」を含め、3 つ含まれていた。ま
た、楚辞作品が謝霊運・魯迅といった後世の作家に与えた
影響について論じたものも見られた。さらにこの分科会の
みに見られる特徴として、海外の楚辞学に目を向けた発表
がいくつかあった。英国・米国の漢学者がこれまで楚辞作
品をどのように英訳してきたかという点に関する研究や、
国内外における最近の研究結果を広く取り入れた楚辞「新
注」作成の試みなどである。
第 3分科会
第 3 分科会での発表は実に多彩なものであった。この分

科会では、本研究プロジェクトメンバーの野田雄史が楚辞
の押韻について考察した「楚辞韻表」を発表し、同じく田
島花野が「「招魂」與「大招」的宮殿描写」と題し、楚辞作
品の修辞法について論じた。それ以外の発表では、楚辞作
品に登場する地名を考察したものや、中国各地の屈原文化
を紹介するものが目立った。「地域文化と楚辞研究」に関す
る発表は、全てここに集められたようである。前回、2009
年の大会ではこの主題に関する発表が各分科会に分散して
いたことを考え合わせると、今回の分科会区分には主題を
反映させようとする意識がはたらいたようである。
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摘記
以上、3 つの分科会活動のうち特に出土資料を扱ったものについて見てみると、総じて、中国の楚辞研究者の

間では最新の出土資料があまり扱われていないという感がぬぐえない。多くの研究が前世紀末に出版された『楚
学文庫』叢書（湖北教育出版社）の域を出ていないのである。この叢書は言わば『郭店楚墓竹簡』（文物出版社 1998
年）が公開される以前の楚辞・楚文化研究を総合的に整理したものである。つまり『郭店楚墓竹簡』以後、陸続
と公開される楚簡や文物が学術界に新たな展開をもたらす以前のものなのである。
このように、中国の楚辞研究者たちは新たな出土資料の利用に対して積極的であるとは言い難い。大会中、「楚

簡と伝世文献とは切り離して理解すべきである」という慎重意見が多く出されていたのも印象的である。
しかし、数は少ないとはいえ、最新の出土資料を用いた発表が皆無だったわけではない。先に挙げた石川・黄

氏の論文以外に、姚小鷗「清華簡『楚居』與『天問』的創作時、地」、本研究プロジェクトの吉富「『楚辞・天
問』成立問題」など、清華簡『楚居』を扱った発表が複数あった。今後、当該資料が楚辞研究者の注目を集める
ことは間違いないだろう。
また、上博楚簡の楚辞類作品に言及したのは本研究プロジェクトの石川・大野のみであったが、これは当該資

料を収録する『上海博物館蔵戦国楚竹書』第 8冊が未刊行であるという理由からであろう。石川「古代楚王国国
策與『楚辞』各篇及戦国楚竹書等文献的関係」は、天問篇が楚辞諸篇の文学的来源であると指摘してその実証的
考察を展開した。特に上博楚簡『李頌』に注目し、清華簡『楚居』『程寤』を手がかりにして、『李頌』の「李」
と『楚辞』九歌「橘頌」の「橘」をいずれも楚懷王の天命招来樹であるとし、楚の天命招来問題に踏み込んだ。
大野「『楚辞』的「南国」意識」は、上博楚簡『李頌』の「李」と『楚辞』九歌篇「橘頌」の「橘」とを比較し、
「橘」は南国の楚にとって天命を受ける吉祥を表す嘉樹であり、それを詠った「橘頌」は楚の王権の正統性を誇
示した作品であると論じた。
今後、『上海博物館蔵戦国楚竹書』第 8 冊が刊行された暁には、中国の楚辞研究にも大きな進展があるものと

期待したい。
なお、分科会活動と閉会式の後、6 月 5 日の午後には会場のホテル近くにある東山浜海風景区への見学ツアー

が、翌 6日には早朝から丸々一日をかけて、世界遺産に登録されている福建南靖土楼を見学するツアーが組まれ
ていた。夏の太陽が照りつける中ではあったが、参加者一同、互い
に親睦を深めつつ、福建省の豊かな自然や文化を存分に味わうこと
ができた。また、学会発表の合間に供される食事には何度も粽が登
場し、この大会が旧暦の端午（6 月 4 日）に合わせて開催されたも
のであることを思い出させてくれた。
最後に今回の学会参加を振り返って、改めて楚辞国際学術検討会

の意義と今後への期待について述べたい。まずこの学会の意義とし
ては、漢字によって書写された伝世文献や出土資料、および研究論
文に直接あたりながら楚辞研究を行なっている東アジアの研究者が
一堂に集い、数日を共有して東アジアを域内として学術交流を行う
場を提供していることが挙げられよう。各地域における楚辞研究の
歴史は長いとはいえ、相互交流は実に始まったばかりであり、交流
の実態は手探りの感があることは否めない。しかしながら、研究の
着眼点や手法を互いに披露することによって得られる刺激は、参加
者たちの研究への意欲をかき立て、ひいては楚辞研究の大きな発展
を促す原動力となるはずである。そこで、学会発表の収穫をより大
きなものとするため、今後の学術研討会開催に向けて以下のような
提言を行いたい。それは参加者の発表内容について事前審査を行い、
それぞれをテーマごとに細かく分類し、より多くの分科会を設置す
ることである。今回のように分科会活動の時間が実質一日しかない
場合、参加人数（約 110名）に対してわずか 3つの分科会では、一
人当たりの発表時間が 10 分にも満たず、質疑応答の時間を十分に
設けることができない。主題別に 5つほどの分科会を設定すれば、
各人の発表時間が拡大するのみならず、明確なテーマの下、充実し
た討論が可能になるはずである。
補記
このたび本研究プロジェクトの大野・谷口・田宮の 3名が新たに中国屈原学会理事に推挙された。これを機に

今後、大会運営や共同研究に対する日本側からの要望がいっそう受け容れられるようになると期待される。楚文
化や楚辞作品に強い関心をお持ちの中国出土資料学会会員諸氏にも 2年後の大会開催に向けて広く参加を呼びか
ける次第である。

（Ⅲ）「闔閭城遺址調査報告記」
江村 知朗(復旦大学文物与博物館学系高級進修生）
海老根 量介（東京大学人文社会系研究科博士課程)

2011 年 6 月 16 日、江蘇省無錫市の南西、常州市との境界に位置する闔閭城遺址の調査を行った。現在、我々
二人は上海の復旦大学に留学中であるため（江村は文物与博物館学系、海老根は出土文献与古文字研究中心所属）、
調査地への移動はたいへん容易であった。上海から無錫までは、直線距離にして 100km ほどしかないうえ、昨
年 7月 1日に滬寧城際高速鉄道が開通したことによって、今ではわずか 40分程度で行くことができる。
調査の概要を報告する前に、闔閭城遺址について簡単に紹介しておこう。闔閭城遺址は、1956 年に江蘇省第

一批重点文物保護単位に指定されているが、特筆すべき発見があったのは比較的最近になってからのことである。
2007 ～ 2008 年、江蘇省考古研究所と無錫市第三次全国文物普査辨公室によって大規模な考古調査が行われ、そ
の結果、この遺址は「2008 年全国十大考古新発現」の一つに選ばれた。上記の調査によれば、闔閭城は外城す
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なわち大城と、内城すなわち東・西小城から成り、外城の規模は東西約 2100ｍ・南北約 1400ｍで、面積は約 2.94
㎢、内城は東西約 1300 ｍ・南北約 500 ｍで、面積は約 0.65 ㎢である。城壁や建築遺址の叠圧打破の状況からみ
て、年代は上限が春秋中期、下限が漢代であり、だいたい春秋晩期の遺址であると推定されている。その名の通
り、この城址については、闔閭が建設した呉の都であるという説が、複数の学者によって提示されている。例え
ば、上記調査の指揮を執った南京博物院の張敏氏も、呉都説を唱える論者の一人であるが、張氏は、『越絶書』
などの文献に、闔閭が胥山に大城と二つの小城からなる城を築いたという記述があること、大城の規模が春秋戦
国期の諸国の都城に匹敵すること、年代も闔閭の時代と一致することなどを、その根拠として挙げている(1)。
さて、中国の発展の象徴ともいえる高速鉄道を利用して無錫駅に到着した後、我々はタクシーをチャーターし

て闔閭城遺址へと向かった。環太湖公路を西進し、やがて「閭江」への案内標識が出てくる頃、道路脇に「呉都
闔閭城遺址」と記された大きな石碑を見付けた。ここに設置されていた地図によれば、闔閭城遺址周辺は「闔閭
城遺址景区」として整備中であり、将来的にはこの場所が景区の主入口になるようだ。ここから少し奥に入った
ところに、竜山を背にして闔閭城遺址博物館が目下建設中であった。この博物館は、2012 年春節の開館を目指
しているとのことである。
我々は博物館の完成を心待ちにしながら、今回の調査の目的地である闔閭城遺址へと足を踏み入れた。環太湖

公路から錫宜路へと入ると、道路に沿って川が流れている。この川は閭江といい、このあたりの地名にもなって
いるが、これが闔閭城大城の北側の護城河にあたると言われている。閭江橋から北の方角には胥山を眺めること
ができた。今までのところ、大城の城壁や建築遺址などは発見されていないが(2)、その周囲の護城河はほぼ完
全な形で残っている。ただし、この大城を囲繞する護城河については注意が必要である。春秋時代から現在に至
るまで、この一帯の水系が変化していないとは断定できないからである。特に南側の護城河については、1983
年より後に開削されたものではないかと疑う論者もおり、前述の規模の大城がそもそも存在したのか否かについ
ても慎重論が存在する(3)。
次に錫宜路をさらに西に進み、いよいよ闔閭城遺址の核心部分、東・西小城へと入っていくと、路傍には「江

蘇省文物保護単位 闔閭城」という石碑が建てられていた。石碑の後ろには盛り土が確認できるが、これが東城
の南城壁の西端部分である。盛り土の上は果樹園となっていたが、明らかに周りより小高くなっており、当時の
痕跡を留めている。この東城の南城壁の西端部分は北に折れて続いているが、これは東・西小城が共有する城壁
である。北上する城壁の中間あたりに東・西小城をつなぐ陸門と道があるらしいのだが、残念ながら、どこがそ
れにあたるのかまでは確認できなかった。そこで西端部分に戻って調査を再開することとした。
東城の南城壁を今度は東側に向けて進んでみると、道路をはさんで雑木林が帯状に続いており、おそらくそれ

が城壁跡と言われている場所なのだろうと思われる。ただ、続いているはずの盛り土はすでに削り取られてしま
っているのか、我々が見た限りでは、あまりよく分からなかった。農作業中であった現地住民にも尋ねてみたが、
明確な盛り土は無いとのことであったため、再び西端部分に戻って、今度は西城の南城壁を調べることにした。
先に見た東城の南城壁の西端が北へと転折する角には、少しだけ西に突起している部分がある。この突起部分が
西城の南城壁の東端で、その西は、水田をはさんで城壁が延びている。この城壁の切れ目が水門跡と目される。
続いて西城を見て回った。西城の南城壁は、東・西小城が共有する城壁ほど連続した形で残っているわけでは

ないが、それでもはっきり見て取ることができる。この城壁のちょうど真ん中程のところには、道路で城壁が寸
断されたために断面が露出している箇所があり、土が何層にも積み重なっている様子が確認できた。これは、お
そらく版築による土層であろうと思われる。また、城壁のすぐ南には小さな川がまっすぐ流れており、これが東
・西小城の南側の護城河に当たるものであろうことも確認できた。
以上が、我々の行った闔閭城遺址の調査概要である。このほかに、大城の西側・南側の護城河も確認したが、

先に述べた通り、これが春秋当時から存在したものであるのかどうかは、今のところ不明である。建築遺址が未
発見の現状においては、この護城河こそが大城の存在を証明するための最も有力な根拠とされているのであり、
そうである以上、その年代の確定は急務である。しかも、護城河の年代は、「闔閭城＝呉都」説の是非にも直結
する問題であるからには、より精密な調査が求められる。
なお、闔閭城遺址から出土した文物のいくつかは、無錫博物院において見ることができる。無錫博物院は、も

と恵山のふもとにあった無錫市博物館と、無錫革命陳列館、無錫科普館の三館が 2007 年に合併してできた新し
い博物館で、無錫市内から太湖へ向かう途中の太湖広場に位置している。この博物館は、無錫市に関する歴史・
芸術・科学技術を幅広く展示しており、闔閭城関連の展示が見られるのは「呉風錫韻 無錫城市故事」というコ
ーナーである。ただし、我々が確認したところによると、「闔閭城遺址出土」として紹介されている文物のうち、
少なくとも一件は、実は闔閭城北側の竜山石冢（後述）の副葬品であるようである(4)。
ところで、無錫市全体の状況に目を転じてみると、数年前に市東部で春秋戦国時代の越国貴族墓である鴻山

遺址が発見されたばかりである。この遺址は、「2004 年全国十大考古新発現」にも選ばれ、以後、越国史研究に
おいて非常に重要な遺址となっていることは
周知の通りであるが、その興奮冷めやらぬう
ちに、今度は呉国の闔閭城遺址の発掘と整備
が進められている。今後、無錫が呉越研究の
中心地域のひとつになることは確実であろう。
こうした状況からすると、闔閭城遺址博物館
と景区に寄せられる期待は大きい。
しかし、この博物館と景区には問題点も少

なからずある。最後にそれについて簡単に触
れておこう。現地で我々が見た景区の建設計
画・完成予定図によれば、「闔閭城遺址景区」
は「闔閭城」の名前こそあれ、城址の北側の
竜山にある石城・石冢などの遺址の修復と展
示がその目玉となるようである。竜山石冢は
春秋早期～中期の墓葬、石城は春秋晩期頃の
呉の防御施設と言われており(5)、いずれも闔
閭城との関わり抜きには論じられない遺址で
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あるため、もちろん、その整備と公開は歓迎すべきことである。だがその半面で、闔閭城そのものについてどの
程度情報・資料公開が進むのかは未知数であると言える。そもそも、無錫市による闔閭城遺址整備計画に肝心の
闔閭城遺址があまり含まれていないのには、以下のような事情がある。
実は闔閭城遺址は、東・西小城のうち東城が無錫市に、西城が常州市に属し、大城も大半が常州市の行政区

域内にある。無錫市による闔閭城遺址の整備計画には、当然、常州市内の区画を含むことはできず、整備計画の
中心に闔閭城遺址そのものを据えることは無理があるのである。にもかかわらず、無錫市が単独で景区と博物館
を建設することは、あたかも闔閭城全体が無錫のものであるかの如き印象を与えてしまう。このことに対して、
常州市側からは反発の声が上がっている。また住民間でも対立があるようである。今回の調査の際に、無錫・常
州双方の住民何人かと話す機会があったのだが、彼らは一様にここが無錫と常州の境界の地であること、自分た
ちの住んでいるところこそが真の闔閭城であることを主張していた。このように、行政・住民双方において対抗
意識が存在することは、今後の闔閭城遺址に関する資料の公開・研究の進展に影響を及ぼすかもしれない。
また、上記のような事情もあってか、今回の景区建設計画は、無錫市による地域振興・観光開発の一環とい

う側面が強く、遺址の修復計画についても、どの程度本来の状態を保存するのか、一抹の不安を覚えないわけで
もない。景区内には闔閭城影視基地などの娯楽施設も建設予定であるというから、ともすれば中国では時折見か
けるアミューズメント・パーク化された景区になってしまうかもしれない。とはいえ、この景区の整備によって、
闔閭城遺址が多かれ少なかれ衆人の注目を集めることも確かであろう。それとともに当分野の研究がよりいっそ
う活況を呈することを期待しつつ、今後の成り行きを注視したい。

〔注〕
(1)以上の闔閭城の紹介については、①張敏「闔閭城遺址的考古調査与初歩認識」（南京博物院ホームページ、

http://www.njmuseum.com/zh/xs/content/content_1022.html）、②同「闔閭城遺址的考古調査及其保護設想」（『江漢
考古』2008-4）、③同「呉国都城初探」（『南方文物』2009-2）を参照した。ただし、この城址は都城ではなく、
軍事要塞であるとする見方もあり、その位置付けについてはなお不確定である。葉文憲『呉国歴史与呉文化探
秘』(文物出版社、2007 年 5 月)・同「従呉越城址看呉国与越国的対峙――呉越考古学考察之一」(『中国柯橋
・越国文化高峰論壇文集』浙江人民出版社、2011年 3月)参照。

(2)注(1)前掲①論文によれば、大城西南角のボーリング調査で、幅 34 ｍの城壁の基礎を発見したというが、詳
細は不明である。

(3)注(1)前掲葉論文参照。
(4)今回、無錫博物院で確認した「闔閭城遺址出土」文物のうち、「青瓷帯把罐」は、注(1)前掲①・②論文にお
いては、「竜山石冢出土副葬品」として紹介されている。

(5)石冢については、注(1)前掲①・②論文では呉墓、葉論文では越墓とされている。石城については、③および
葉論文では呉の防御施設とされているが、①・②論文では一歩踏み込んで、呉の長城としている。

〔附記〕
本調査は、財団法人りそなアジア・オセアニア財団・平成 23 年度調査研究助成(江村)による成果の一部であ

る。現地調査にあたっては、注(1)で挙げた張敏氏の論文を参考にした。また、蘇州科技学院人文学院の葉文憲
教授から、調査に先立って、参考とすべき論文や地図を提供して頂くことができた。財団及び葉教授に謝意を表
する次第である。
※図版：「闔閭城遺址保護範囲示意図」(注(1)①論文より転載)

《新刊紹介》
（Ⅰ）清華大学出土文献研究与保護中心編 李学勤主編『清華大学蔵戦国竹簡（壹）』
（中西書局、2010年 12月、1帙 2冊全 280頁、900元）

（Ⅱ）朱漢民・陳松長主編『岳麓書院蔵秦簡』
（上海辞書出版社、2010年 12月、洋装本 220頁＋線装本 78頁、1,680元）
両書とも、数年前に相次いで香港の市場で存在が確認され、中国の研究機関に齎された、盗掘品と思しき竹簡

群についての図録と考釈である。（Ⅰ）は清華大学に寄贈された 2500本前後の竹簡に関するシリーズで、今回刊
行分では『尹至』『尹誥』などの名を与えられた９篇、竹簡にして107本を取り扱う。上巻には各簡の原寸大写
真と拡大写真を全て天然色で、下巻には各篇の釈文・注釈、字形表、逐字索引、各簡のデータを、それぞれ収め
る。また本巻所収の各篇と『尚書』『逸周書』諸篇との類似が指摘されていることに鑑み、各篇に対応する文献
史料が添付され比較可能となっている。一方（Ⅱ）は湖南大学岳麓書院が購入した 2100 本の竹簡、および既に
民間に販売されたもののうち匿名の収蔵家が岳麓書院に寄贈した 76 本の竹簡に関するシリーズで、今回刊行分
では『質日』『占夢書』などの名を与えられた３篇、竹簡にして300本を取り扱う。洋装本には各簡の原寸大天
然色写真と原寸大赤外線写真および釈文・注釈、赤外線による竹簡分析データ、購入時（竹簡の塊をほぐし、必
要な処理を施す前）の写真および状況のデータを、一方線装本には各簡を 1.5 倍に拡大した赤外線写真を、それ
ぞれ収める。この所謂清華簡および岳麓簡の史料的性格をめぐっては、現在活発な議論が進行中であり、両書の
釈文などに対する評価はここでは控えるが、写真版はいずれも極めて美麗で解像度が高く、近年の中国における
撮影技術・出版技術の充実ぶりを示してくれる。また各簡の背面の写真をはじめ、文字部分の写真以外のデータ
や索引などの附録もそれぞれ充実が図られており、文辞の内容について検討するにあたっての良質な前提を提供
するものであると考える。このように両書は、似た時期に似た経緯で世に顕れた別々の竹簡群が、別々の機関に
おいて研究されほぼ同時に刊行されたものであり、そのそれぞれの質の高さはあたかも妍を競うが如き印象を与
える。これまでの竹簡研究における切磋琢磨や試行錯誤の結果が、両書のような高品質の図録を生み出したこと
を喜ぶとともに、続刊の内容にも期待したい。

（Ⅲ）關尾史郎『もうひとつの敦煌―鎮墓瓶と画像磚の世界―』
（新大人文選書 7、高志書院、2011年 3月、164頁、1,800円）
著者の關尾史郎氏は新潟大学人文社会・教育科学系教授（人文学部）である。本書は、敦煌近辺の魏晋期
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～五胡十六国期にかけての墓葬に特徴的に普及した、鎮墓瓶と画像磚について紹介するものである。序章で敦煌
の歴史を概観した後、第一章から順に敦煌近辺の古墓群、鎮墓瓶、画像磚についてそれぞれ従来の発掘・研究の
成果を紹介してゆく。専門向けの発掘報告書や研究論文を噛みくだき、平易な文章と求めやすい価格で、従来一
般には膾炙していなかった類の出土史料について紹介する書が世に出た意義を大としたい。

（執筆：高津 純也）
（Ⅳ）王中江『簡帛文明与古代思想世界』
（北京大学出版社、2011年 3月、582頁、100元）
著者の王中江氏は中国社会科学院歴史研究所研究員・清華大学哲学系教授である。氏には狭い分野にとどまら

ない、中国哲学に関する幅広い業績があるが、本書は郭店楚簡や上海博楚簡といった最近の出土文献を中心とし、
扱うテーマは下記のように幅広い大著で、また国家哲学社会科学成果文庫の１冊でもある。本文は大きく５編か
らなり、第一編「簡帛文本与古代宇宙生成論」、第二編「従「三代宗教」到東周時代的信仰」、第三編「心性・
美徳和境遇」、第四編「経典・詮釈和意義」、第五編「共同体生活与公共理性・規範和政治倫理」、更に出土文献
研究に関する附録もついている。中国出土資料研究の進展に寄与するところ大であることを期待したい。

（執筆：小寺 敦）

《学会彙報》
○例会委員会より

2011年 3月 12日（土）、流通経済大学新松戸キャンパスを会場に予定されていた 2010年度第 3回例会（総 50
回）は、東日本大震災のため中止された。

○広報委員会より
本会のホームページ（http://www.shutsudo.jp/）は、グーグル等の検索エンジンから「中国出土資料学会」で検

索してもすぐに見つかります。

○情報委員会より
本学会ホームページの移行について
中国出土資料学会独自のＨＰ(http://www.shutsudo.jp/)が 9月 30日立ち上がりました。以前のアドレスにアクセ

スされても新ＨＰに自動転送(1年間の予定)されますが、新ＨＰアドレスの登録をお願いいたします。

○ＨＰ委員会より
中国出土資料学会専用ドメイン
http://www.shutsudo.jp/ 取得に伴い、
①事務局用メールアドレスが変更になります。
office@shutsudo.jp
②会員を対象にご希望のメールアドレスを発行します。
メールアドレス発行ご希望の方は、
*****@shutsudo.jp となりますので、
*****部分を第２希望までご準備のうえ、
web@shutsudo.jpまでご連絡ください。

○会報編集委員会より
年１回発行の雑誌『中国出土資料研究』が学問的成果を会員諸氏にとどまらず広く内外の研究者に提供するこ

とを目的としているのに対し、年３回、例会・大会開催時に合わせて発行される会報は新しい学術情報をできる
だけ早く会員諸氏に提供することを目的として編集されています。しかし編集委員会単独ではなかなか十分な最
新情報を入手することが容易ではありません。どうか会員各位におかれましては有益な情報を入手されたら、是
非とも会報編集委員会に原稿の提供をお願い致します。原稿は、事務局宛電子メールの添付ファイルとしてお送
りください。
また、会報バックナンバーを近々 HP 上に公開することを検討しておりますので、それを希望しない著作権者

はご連絡下さい。
今後一層会報の内容を充実させるため、会員諸氏のふるってのご寄稿をお待ちしております。

○機関誌委員会より
『中国出土資料研究』投稿要領改訂について
発行以来、投稿要領は、毎号、次年度発行予定にあわせ、字句の改定を行ってきましたが、こ

れはあまり効率的でなく、また、現実の編集作業からも乖離している部分が目立つようになって
きました。
より多くの会員の皆様に御投稿戴けるよう、2010 年 12 月 4 日開催の理事会におきまして、別

記のような改定案が提案されました。
2011 年 3 月 12 日開催の総会におきまして、ご審議いただく予定でしたが、御承知の通り延期

となりました。このため 7月 16日開催の総会にてご審議いただきます。
採択されれば、2012 年 3 月発行予定の第十六号から、この規定に則り、ご投稿いただくこと

になります。
会員各位におかれましては、委員会の意のありますところをご理解下さり、総会でのご審議

に御参加下さいますとともに、改定予定内容を御承知いただき、今後とも振るって御投稿下さい
ますよう、御願い申し上げます。
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（改訂案は【】内）
『中國出土資料研究』【号数を削除】投稿要領【（2011年 7月 16日の総会を経て改定の予定）】
１．春秋戰國時代から隋唐時代までを主たる對象とし、出土資料（簡牘・帛書・畫像など）を
主要な材料とする論文であること。
２．テーマは哲學・思想・宗教・歴史・考古・文學・語學・古文字・書道・醫學・天文學・美
術など、廣範な範圍にわたる。
３．投稿は、原則として、中國出土資料學會の會員に限られる。
４．掲載の可否は當學會が委囑する委員の査讀審査によって決定されるものとする。
５．原稿送付の締切は 2010 年 11 月 30 日【→毎年 12 月末日】（當日消印有効）【とする】。刊
行は翌 2011年【→翌年】の豫定。
６．日本語論文は 400字詰め原稿用紙で 60枚、24,000字程度を目安とする。
７．中國語論文は 400字詰め原稿用紙で 30枚、12,000字程度を目安とする。
８．英語論文はダブルスペースで 30～ 50枚程度を目安とする。
９．譯註・書評は論文に準じるが、長さについては制限しない。
１０．原稿は、原則としていわゆる舊字體を用いて入力した CD 等の媒体を、必ずプリントア
ウトされた原稿を添えて、送付すること。【なお、投稿原稿等は、返却しない。】
１１．原稿料は支拂われない。

○事務局より

住所変更等が生じた場合は、書面にて下記宛にご連絡下さい。
〒 113-0033 東京都文京区本郷７－３－１

東京大学文学部 大西研究室
中国出土資料学会

2010年 12月 1日
会員ならびに『中国資料学会会報』執筆者各位

中國出土資料学會
会長 大西 克也

『中国出土資料学会会報』の著作権に関する広告

当学会では創立以来、会員の相互交流と出土資料に関する最新の情報を提供するため、『中国
出土資料学会会報』を発行し、既刊 44 号を数えるに至りました。ひとえに会員の皆様と当学会
内外の執筆者の皆様のご協力のおかげであると、深く感謝しております。

さて、2010 年 7 月 17 日に開催された本年度第一回理事会の議事に基づき、情報発信の一層の
便宜を図るため、『中国出土資料学会会報』のバックナンバーを当学会ウェブサイト上で公開す
ることを可能にするため、会報の著作権の帰属について下記の広告をさせていただきます。

(1)『中国出土資料学会会報』第 46 号（2011 年 3 月刊行予定）以降の号については、全て
の記事の著作権は中國出土資料学會に帰属するものといたします。
(2)『中国出土資料研究会報』第 1号～第 7号及び『中国出土学会会報』第 8号～第 45号の
著作権については、著作権の行使を当学会に許諾してくださるようお願い申し上げます。
(3)上記(2)について許諾いただけない場合は、2012 年 3 月末までに、文書で学会事務局ま
でお申し出ください。期限までにお申し出のない場合は、許諾していただけたものとして、
取り扱わせていただきます。

本来なら執筆者各位に直接お問い合わせ申し上げるところ、誠に略儀ながら、本広告を以て許
諾頂ければ幸いに存じます。
なお執筆者が退会、ご逝去され、期限内に本広告をお知りになる機会がないこともあり得るか

と存じますが、その場合には期限後でありましても、執筆者ご本人またはご遺族のお申し出によ
り対応させていただきますことを申し添えます。


